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　性的マイノリティに位置づけられる人々がス
ポーツにおいて抱える困難さとそれに対応するた
めの課題を検討するにあたり，本章では，１）ス
ポーツにおいて生じる排除や差別の一般的な構造
を読み解くこと，２）スポーツにおいて生じる性
的マイノリティに対する排除や差別の構造を読み
解くこと，を目的とする．
　そもそもスポーツでは，どのような人々が排除
されたり，差別的で不平等な扱いを受けるのであ
ろうか．また，それはなぜ生じるのであろうか．
この疑問に迫ることが，本章の第一の課題である．
また，なぜスポーツでは性的マイノリティに特に
着目する必要があるのか，スポーツにおける性的
マイノリティに対する排除や差別は，社会一般の
他の場面とどのように異なるのであろうか．これ
が第二の検討課題である．

１．スポーツにおける排除や差別の一般的な
構造

(1) 様々な排除や差別
　性的マイノリティと称される人々が，社会から
排除されたり，差別的な扱いを受ける事例が存在
してきたことは，認識されている．一方で，スポー
ツ界ではどのようなことが問題になるのかについ
ては，十分な認識がなされていない場合が多い．
　後の章において調査結果として示されるとお
り，あたかもスポーツ界には性的マイノリティは
存在しないかのように認識されたり，組織者・指
導者が身近な解決課題としては捉えることができ
ていない状況が長く続いてきた．
　一般的に，スポーツ界における差別的な事例は，
競技会等への参加をめぐり顕在化する．その多く
は，そもそも社会に存在した差別がスポーツに持
ち込まれ，特定の人々の集団を排除しようとする

事例である．最も初期の具体的事例のひとつは，
階級にもとづく差別である．後にアマチュア規定１） 

と結びつくことになる「参加規定」には，労働者
階級の人々を排除する意図があった２）．
　この事例の背景には，近代以降のスポーツにお
ける組織化・制度化の過程がある．18世紀半ば以
降から19世紀にかけてイギリスやアメリカを中心
に統括組織が形成されたスポーツでは，それらの
スポーツの担い手が，比較的社会階層が高く，高
いレベルの教育を受けることが可能な白人男性で
あることを前提としていた．そのため，白人男性
が特権的に楽しむスポーツは一流ないし正統な競
技であり，それ以外の人々が同じスポーツを楽し
む場合は，二流以下ないし亜流という位置づけが
なされることになった．こうした位置づけは，ス
ポーツにおける排除や差別を許容し，さらには「伝
統」と称して正当化する意識を醸成したと考えら
れる．
　一方，大会への参加をめぐる差別には，スポー
ツの競技会における参加規定や競技規則などの
ルールが触媒となり，社会における差別を拡大・
増幅させたり，スポーツに特有の排除や差別的現
象を生じさせる場合がある．こうした事例には，
本調査研究が対象とする性的マイノリティに対す
る差別だけでなく，性にもとづく差別，宗教的な
差別などがある．たとえば，大会に女性を参加さ
せないという過去のルールは，女性の身体に負荷
をかけ過ぎるという当時の医科学的な理由にもと
づいていたが，スポーツにおける女性の不在は，
女性の不活発さを人々に信じ込ませ，「男は仕事，
女は家庭」という性別役割分業や意志決定を女性
が担わない社会を当然と考える発想を助長した．
　宗教的な差別に関しては，ごく最近にも発生し
ている．2012年ロンドン・オリンピック大会では，
柔道において，イスラム教徒の女性が身につける
ヒジャブ３）の着用の可否が問題となった．国際柔１）中京大学
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(2) スポーツにおける排除や差別の段階
　こうした排除や差別は，社会一般と同様，スポー
ツにおいても，段階的に理解する必要がある．こ
の理解の概念的な枠組みの一例を図１に示した．
　課題解決に対する障壁が最も高いのは，排除や
差別を受けている人々がまったく考慮されず，不
可視化され，スポーツという制度やそこでのルー
ルによって，いわば門前払いを食らっている段階
である．
　次に，排除や差別が存在することは認識されて
いるものの，スポーツの独自性や本質の観点から
制度やルールが「正当化」されたり，明らかに不
平等な扱いがなされる段階がある．この段階では，
既存の制度やルールの下でスポーツに参加するこ
とが可能な大多数の人々（マジョリティ）とは異
なるなんらかの場や手段によって，被差別的な扱
いを受けている少数者の集団（マイノリティ）は
スポーツ活動を実施することになる．
　この段階に続くのは，従来のマジョリティの制
度・ルール下で実施される大会等の場に参加する
ことの是非が議論されたり，その結果として参加
が承認される段階である．参加の承認がなされた
後には，大会等の場において，差別的扱いが根強
く残されている状況が可視化されることもある．
どのような形態をとって可視化されるかについて
は，近年のスポーツ界においても様々な事例があ
る．
　上記２つの段階の中間的な状況として，参加の
承認に向けた戦略ないし政策的に，マジョリティ

道連盟（IJF）は，競技時のヒジャブの着用には
安全性上の問題があるとの立場をとってきた．し
かし大会直前に着用の容認が可能なヒジャブのデ
ザインについてIOCとの間で合意が成立し，サウ
ジアラビアの女性選手の出場が可能になった４）．
　これらの事例は，身体への負荷や安全性という，
スポーツからみれば正当で合理的な根拠にもとづ
く「区別」であるようにも見受けられる．しかし，
スポーツのルールによって，スポーツから排除さ
れる人々が現実に存在するという観点では，排除
や差別と見ることも可能になる．
　ルールを触媒にして発生するスポーツにおける
排除や差別の問題は，社会に一定程度根づいてき
たスポーツという制度そのもののあり方を揺り動
かすような課題を提起しているともいえよう．
　大会への参加をめぐる差別以外にも，視野にい
れるべき事例は多々あると考えられる．たとえば，
大会に出場すること以前に，参加登録をするため
のクラブに加盟できない（人種，民族，同性愛者），
そもそも共にスポーツをすることができると考え
られてこなかった（人種，障害者），試合に参加
したとしても言葉の暴力や不平等な扱いを受ける
（人種，民族，国籍，女性，性的マイノリティ），
ある特定の人々による大会を実施し，それ以上の
解決策は模索されないままになる（障害者，女性，
宗教，性的マイノリティ）などの事例がこれに該
当する．

図１　差別の段階（來田，2017）
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(3) 排除や差別の実行や顕在化の多様化
　周知のとおり，2015年に全面改定されたユネス
コによる「体育・身体活動・スポーツに関する国
際憲章」５）においては，人々がスポーツを実施す
るために欠かせない環境として，人権侵害がない
ことを明示している．また，オリンピック憲章オ
リンピズムの根本原則第６項６）においても「人種，
肌の色，性別，性的指向，言語，宗教，政治的ま
たはその他の意見，国あるいは社会のルーツ，財
産，出自やその他の身分など」として11の差別の
形態が明示され，差別が容認されないことが謳わ
れている．残念なことに，こうした憲章等があっ
ても，排除や差別の事例は国内外で発生し続けて
いる現状がある．また，それら排除や差別的な行
為が実行される方法や，行為の場にはいない第三
者に行為が広く知られる方法についても，近年は
多様化している．
　表１に2014年から2015年にかけて，インター
ネットやSNSを通じ，排除や差別の出来事が競技

とマイノリティが分離され，別個の大会等が実施
される事例がある．たとえば，1922年から1934年
まで４大会開催された，いわゆる「女子だけのオ
リンピック」と称される国際女子競技大会はこの
例である．また親族以外の男性に手と顔以外に自
分の身体を見せることが宗教的に禁じられた女性
のための「ムスリム女子競技大会」もこの一つと
考えることができる．
　最終的な目標とされる段階は，制度やルールに
関する意思決定にもマジョリティが参画し，マ
ジョリティ／マイノリティの双方により，公平・
平等であるとの合意が形成された上で，大会等が
実施される状況である．近年では，障がいを持つ
人々のスポーツの場に関し，政策的分離の妥当性
が問われ，いわゆるインクルージョン教育，イン
クルーシブなスポーツの在り方が問われるように
なっている．こうした傾向は，より目標とされる
段階に近づくための模索のプロセスだと考えられ
る．

表１　SNSやインターネットを通じて世界中に拡散された差別的事件の例

年 月 出来事の概要 誰から誰に どのような場で

2014年 ３月

浦和レッズのサポーターグループが‶Japanese Only"と記
した横断幕をスタンドゲートに掲げたことが問題となる．
外国人排除のメッセージであると解釈され，Ｊリーグチェ
アマンの謝罪会見，浦和レッズに対する無観客試合，横
断幕を掲げたサポーターグループの無期限活動停止処分
が下される

サポーター
↓

外国人
試合会場での行為

2014年 ４月

スペインのサッカー１部リーグでブラジル代表でもある
選手に対し観客がバナナを投げ込む事件．この行為は，
ヨーロッパ文化の中ではアフリカ系選手に対する差別的
メッセージであるとされ，観客は永久入場禁止処分とな
る．世界のサッカー選手がバナナを持ち人種差別撲滅を
訴える画像がSNSで多く流される

観客
↓
選手

試合会場での行為

2014年 ８月

横浜ＦマリノスVS川崎フロンターレ戦で，横浜マリノス
のサポーターがピッチに向かってバナナを振る行為が発
生．４ヶ月前のスペインでの事件を受け，この様子がSNS
で拡散され，調査が行われた結果，横浜マリノスはこの
サポーターを無期限入場禁止処分となる

サポーター
↓
選手

試合会場での行為

2015年 ５月

ラグビーワールドカップの関連番組宣伝の自社ホーム
ページで日本テレビが「セクシーラグビールール動画」
を掲載し，女性に対する性差別的表現であるとしてSNS
等で批判を受ける

メディア
↓

女性一般
ネット上の動画
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い．なお，ここで概観する内容は，本章の後に続
く各章でも触れられるであろう．

(1) 男女を峻別したカテゴリーでの競争
　スポーツは身体に関わる文化であり，社会一般
では，スポーツという語から「身体を通じた競争」
がイメージされることが多い．この理由のひとつ
には，教科科目としての「体育」において，いわ
ゆる競技的な種目を教材として経験する割合が高
いことがある８）．義務教育レベルでも経験する競
技的なスポーツの価値のひとつは，自己を乗り越
えるための努力（excellence，卓越性）にあると
される．身体を通じてこの価値を経験する際，他
者は自己を相対化したり，自己の存在を確認する
ための重要な存在となる．たとえば「競争相手」
とは，スポーツの行為主体である自己の外部にあ
る他者にほかならない．また，競争では「過去の
自分」を自己の内部に他者として置き，それとの
比較によって競争的な経験を形成することも可能
である．
　スポーツのルールには，他者と自己との境界を
生成し，競技を競技として成立させる役割がある．
このような競争相手としての他者を生成する仕組
みは，時には，競争相手たり得ない他者と競争相
手たり得る他者とを腑分けすることによって，ス
ポーツにおける平等や公平を担保する場合があ
る．
　より身近な表現を用いれば，オリンピック大会
で男女が陸上競技100m走を共に競技するならば，
女性は男性の競争相手たり得ず，女性にとって不
利なレースが展開されることが予想されるため，
男女は別のカテゴリーで競技する，という仕組み
がこれに相当する．平等や公平性を担保するため
のこの仕組みがあるために，競技性が高くないス
ポーツ場面や，まったく競技的ではない身体活動
においても，男女別のカテゴリーに分かれて実施
することを自明視する傾向が生じることになる．

(2 ) パフォーマンスにおける「男性優位」イメー
ジの形成
　メディア等を通じ，多くの人は男女を峻別して
実施する競技的なスポーツを目にし，また男性の

場の外へと広く拡散された出来事を示した．これ
らは，従来であれば競技場の内部にとどまり，試
合を報じたメディアに取り上げられなければ顕在
化しない場合もあった．SNSの利用によって，排
除や差別をなくそうとする動きが活発化する側面
もある一方で，差別的言動を根づかせたり，拡散
される場合もあり得ることが示唆されている．ま
た，2015年５月に発生した日本テレビによるイン
ターネット上の動画が問題になった事件は，ス
ポーツにおける排除や差別をめぐる新たな問題提
起となった７）．
　問題の動画が放送された番組であった場合に
は，放送局の自律的なチェック機関としての放送
倫理・番組向上機関（BPO）による検証がなされ，
倫理違反が指摘されることによって，一定の抑止
が期待できた．しかし，インターネット上の動画
は，「放送」とは異なるため，従来の枠組みでは
議論が困難である．
　さらには，スポーツ界ではスポーツ組織自体の
倫理綱領等が自主的に定められているものの，そ
の範囲はスポンサーやメディア等，スポーツの普
及や財的支援を行う組織には及んでいない．した
がって，スポンサーやメディアがスポーツを用い
た人権侵害を行った場合の対処については，定
まった見解やガイドライン等が存在していない．
むしろ，スポーツ組織の側からすれば，当該スポー
ツを支援するスポンサーやメディアに対し，弱腰
の対応しかできない可能性が非常に高いと考えら
れる．

２．スポーツにおいて性的マイノリティに対
する排除や差別が生じる構造

　ジェンダーやセクシュアリティ等，性的なこと
がらにもとづく差別や不平等にとって，スポーツ
は最後の砦ともされる．この表現は，性的な差別
や不平等は，社会の他の分野よりもスポーツに根
付きやすく，また解消が困難であることを示唆し
ている．
　ここでは，このような表現が成立する背景とな
る，スポーツという制度やそこでのルールがもつ
特徴について簡単に触れ，性的マイノリティに対
する排除や差別が生じる構造を理解しておきた
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あったパブリック・スクールにおいても，19世紀
半ばまでは，スポーツを重視する傾向はそれほど
強くなかったとする指摘がある．村岡13）は，ジェ
ントルマン育成のための教育が，実用性とは離れ
たところにある教養としての，いわゆるリベラ
ル・エデュケーションを重視していたこと，そし
てこのリベラル・エデュケーションには実用性と
は離れた肉体的な営みとしてのスポーツが含まれ
ていたとする．しかし，19世紀半ばまでは，文明
の発達によって社会はしだいに女性的になり，そ
れに見合ってジェントルマンもまた，男性的であ
るより女性的なものとなっていったとも述べてい
る．ところが，19世紀半ば以降，男性的なアスレ
ティシズムが教育的イデオロギーとして重視され
るようになり，もともと含まれていたスポーツを
重視する傾向が，以前より非常に強くなったとい
う．その社会的な背景の一つには，都市化が進む
中で衛生問題が大きな社会的課題となり，教育界
でも身体の壮健さを重視する傾向が強まったこと
があった．さらに，身体の壮健さを重要視する風
潮は，生物界の自然淘汰の法則や適者生存の法則
を唱えたダーウィニズム，あるいは優生思想とも
結びついていった．
　工業化によって台頭してきた中流階級と従来か
らの貴族．この両者がエリートとみなされるよう
になった社会の中で，パブリック・スクールはそ
れらの子弟を教育するためのエリート養成機関と
いう役割を与えられていた．そこでの教育が社会
の担い手としてのエリートに身体の壮健さを要求
することは，当然のことであった．さらに，この
ような要求は当時のイギリスにおける帝国主義の
風潮の高まりや英雄崇拝とも結びつくことによっ
て，身体の壮健さだけでなく，壮健な身体とは分
かちがたいとされる勇気・精力・忍耐・自制・規
律・協同・集団精神などの質を要求するものとな
り，ますます男性的要素が重んじられることと
なった．
　このような歴史的な背景によって，スポーツは
「男らしさ」を象徴する文化として根づくととも
に，それと対置される人間的価値，いわば“女々
しさ”に対する否定的評価を内包する文化として
社会に承認されてきた．

パフォーマンスのほうが平均的にみて優れている
という記憶や印象を形成する．この記憶や印象は，
スポーツのいかなる場面でも男性が優れていると
いう誤解を生じさせることになる．この誤解の故
に生じる現象には，運動のできない女子よりも運
動のできない男子の評価がおとしめられる傾向９）

や，体育授業時に男子生徒と女子生徒に対する教
師の態度に違いが生じる10）ことなどがある．トッ
プレベルを目指してトレーニングを重ねたアス
リートでない限り，パフォーマンスは，性別・年
齢・経験等の影響を大きく受け，個性や個人差の
範疇で理解すべき要素を多く含んでいる．しかし
ながら，スポーツを取り巻く様々な情報の影響や
平均値という指標によって「スポーツのパフォー
マンスでは男性が優れている」という，自らの身
体経験とは遊離した固定的イメージが形成される
ことになっている．

(3)「男らしさ」形成ツールとしてのスポーツ
　現在でも見られる上述のような状況に加え，近
代以降のスポーツの発展そのものが男性中心主義
的であったことの影響は大きい．
　両性の身体には違いよりも共通点のほうが多い
からこそ，同じ競技を実施することが可能である．
しかし，18世紀以降，解剖学や医学によって女性
と男性の身体の生物学的な違いが強調されるよう
になった11）ことの影響は少なくなかった．この
影響により，両性が同じ競技を行った場合でも，
それぞれにとっての目的や教育的な効果の面から
異なる位置づけが与えられた．男性にとってのス
ポーツは，体力とともに勇気・判断・協調性など
のリーダーとしての資質をつくるための教育的な
ツールであるとされた．一方で，女性にとっての
スポーツは，健康な母体をつくるとともに，優雅
な振る舞いや美しい姿勢を身につける礼儀作法12）

とされた．そのため，女性が競技において過剰に
競争的であること，荒々しさや粗暴な態度，身体
活動として激しすぎること，などは特に批判の対
象となった．このような異なる位置づけは，近代
スポーツにおける性の二重規範（ダブルスタン
ダード） として理解されている．
　とはいえ，男性に対するエリート教育の場で
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ジが形成されている
３）「男らしさ」形成のツールとして歴史的に

発展してきた
４）スポーツ領域ではヘテロセクシズムとホモ

フォビアが積極的に肯定されている
　これら４つの特徴は，①性別の境界が曖昧であ
ること，②性別の境界が混乱する状況，を許容し
づらい文化としてスポーツを根づかせてきた．
　性的マイノリティと称される人々は，これら①
②に該当する存在であるがゆえに，不平等の解消
に向け，スポーツ界が対応策や課題解決に向けた
方針を示さなければならないといえる．
　ただし，いわゆるLGBTと称される人々のうち，
LGBにあたるLesbian（女性に対して魅力を感じ
る女性），Gay（男性に対して魅力を感じる男性），
Bisexual（男女両性に魅力を感じる人）と，Tに
あたるTransgender（出生時に与えられた性別に
違和を感じる人や性自認が男女のいずれかのカテ
ゴリーに収まらない人，社会的に期待される制約
割りやジェンダー表象に収まらない人）では，ス
ポーツにおいて抱える困難さ，スポーツ界が検討
すべき課題は異なっている．
　LGBに対しては，スポーツ界がヘテロセクシズ
ムとホモフォビアに満たされていることから，セ
クシュアリティにもとづく差別的扱いを受ける可
能性やありのままの自分でスポーツに取り組むこ
とが難しいという困難さが生じることが想定され
る．一方で，Transgenderの場合には，性自認と
は異なるカテゴリーで競技することによって感じ
る抑圧感や，スポーツにおいては越境不可能とさ
れる性別を越境することによって受ける差別的扱
いによって，困難さが生じることが想定される．
　また，LGBTという表記には含まれていないが，
Intersex（身体的特徴あるいは染色体の特徴が典
型的な男女の枠組みに収まらない人，あるいは両
方の特徴を持っている人）やQuestioning（自身
が性的マイノリティかもしれないと感じ，自分に
適した性的指向，性自認，ジェンダー表象を形成
途中の人）に関しても視野にいれた検討が必要で
ある18）．
　2010年代に入り，LGBTが受けた差別的扱いに
ついての実態を調査した研究が見られるように

　現代社会における価値観からすれば，上述のよ
うな男性的要素は，いわば「リーダーシップ」と
いう用語に集約されるような資質であり，スポー
ツをツールとして性別に関わりなくめざすことが
できる人間の資質であることは，いうまでもない．

(4 ) スポーツにおけるヘテロセクシズム（異性愛
主義）とホモフォビア（同性愛嫌悪）

　先に述べたような，スポーツにおいて「男らし
さ」を価値づける傾向は，結果として「女らしさ」
や女性そのものを低く価値づける（ミソジニー）
とともに，男性同士の連帯（ホモソーシャル）14）

を重視することにつながる．この男同士の連帯に
おいては，性的な結びつきへと転換されることは
許容されず，むしろ忌避されることから，スポー
ツにおいては同性愛（ホモセクシュアル）が嫌悪
される（ホモフォビア）ことになる15）．この傾向は，
スポーツがヘテロセクシズムに満たされる状況を
生み出す16）ことになる．ヘテロセクシズムとは，
藤原17）によれば，「生殖を目的とする夫婦やカッ
プル（異性愛）のみが『正常』であるという考え
方（異性愛至上主義）によって，異性愛以外のあ
り方を排除する作用と性差別（セクシズム）とを
結びつけた考え方」である．

ま　と　め

　本章では，１）スポーツにおいて生じる一般的
な排除や差別の構造を読み解くこと，２）スポー
ツにおいて生じる性的マイノリティに対する排除
や差別の構造を読み解くこと，を目的とした．
　スポーツにおける性的マイノリティに対する排
除や差別は，他の排除や差別の形態と同じような
段階を経て，ごく最近になって可視化され，不平
等の解消が目指されるようになったテーマであ
る．
　性的マイノリティに対する不平等の解消をめざ
す動きが他の排除や差別の形態よりもかなり遅れ
た背景には，スポーツの４つの特徴の影響がある
と考えられる．その４つの特徴とは，
１）男女を峻別したカテゴリーで競技が実施さ

れる
２）パフォーマンスにおける「男性優位」イメー
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